
市民アンケート調査概要【速報値】

■ 調査の目的

施策や事業に対する市民の満足度や要望を聞き、次期総合
振興計画策定に向けた検討を進めていくために実施

■ 調査対象及び回答数

対象：18歳以上の市民から無作為に抽出した1,400人

実施日：令和元年11月4日（月）～11月18日（月）

配布数 1,400票

回答数 424票

回答率 30.3%

＊行革関連項目のみ一部抜粋

資料１



市民アンケート調査結果

問1,2 回答者属性（性別、年齢）

回答者の約6割は、60歳以上の高齢者となっている。

20歳未満

1

0.2%

20～29歳

29

6.8%

30～39歳

37

8.7%

40～49歳

58

13.7%

50～59歳

39

9.2%
60～69歳

104

24.5%

70歳以上

152

35.8%

無回答

4

0.9%

[n=424]

男性

190

44.8%

女性

228

53.8%

無回答

6

1.4%

[n=424]



市民アンケート調査結果

問3 回答者属性（職業）

回答者の約3割は、会社員・公務員・団体職員となっている。

農林業

28

6.6%

水産業

0

0.0%

自営業（農林水産業

を除く。）

21

5.0%

会社員（農林水産業を除

く。）・公務員・団体職員

136

32.1%

パート・アルバイト

44

10.4%

家事専業

43

10.1%
学生

6

1.4%

無職

123

29.0%

その他

18

4.2%

無回答

5

1.2%

[n=424]



市民アンケート調査結果

問4 回答者属性（住所）

「吉田地区：
103

（24.3％）」が
最も多く、次
いで「益田地
区：75

（17.7％）」
「高津地区：
62

（14.6％）」と
なっている。

103

75

62

35

26

22

20

15

14

10

8

8

6

5

3

2

2

2

1

1

4

(24.3 %)

(17.7 %)

(14.6 %)

(8.3 %)

(6.1 %)

(5.2 %)

(4.7 %)

(3.5 %)

(3.3 %)

(2.4 %)

(1.9 %)

(1.9 %)

(1.4 %)

(1.2 %)

(0.7 %)

(0.5 %)

(0.5 %)

(0.5 %)

(0.2 %)

(0.2 %)

(0.9 %)

0 20 40 60 80 100 120 140

吉田地区

益田地区

高津地区

西益田地区

安田地区

小野地区

中西地区

都茂地区

鎌手地区

匹見上地区

東仙道地区

美濃地区

二条地区

豊川地区

種地区

道川地区

二川地区

北仙道地区

匹見下地区

真砂地区

無回答

[n=424]



市民アンケート調査結果

問5 回答者属性（居住年数）

回答者の約6割は、益田市に住んで40年以上が経過してい
る。

5年未満

25

5.9%

5～9年

16

3.8% 10～19年

33

7.8%

20～29年

46

10.8%

30～39年

55

13.0%

40年以上

244

57.5%

無回答

5

1.2%

[n=424]



市民アンケート調査結果

基本目標一覧



市民アンケート調査結果

基本目標Ⅶ 市民と協働して、効率的・効果的な行財政運営が行われるまち

実感度高い

実感度低い

第1位：広報・広聴機能の充実（6.6%）

第2位：透明性のある議会機能の充実（5.2%）

第3位：行政による地域自治活動のサポート体制の充実（3.5%）

第1位：効率的かつ効果的な行政サービスを提供できる職員人材

育成の強化及び情報システムの充実（37.3%）

第2位：民間活力の導入などによる効率的かつ効果的な施設の

管理・運営の推進（35.8%）

第3位：財政計画に基づく健全な事業運営の推進（35.6%）

実

感

度



市民アンケート調査結果

基本目標Ⅶ 市民と協働して、効率的・効果的な行財政運営が行われるまち

低い

9.4 

9.0 

8.5 

7.5 

7.3 

8.3 

9.2 

9.9 

10.1 

10.6 

やや低い

25.7 

24.8 

19.3 

14.2 

17.7 

20.3 

23.6 

27.4 

25.5 

25.2 

ふつう

51.2 

51.9 

59.7 

62.3 

61.8 

55.2 

54.7 

50.2 

52.4 

49.5 

やや高い

3.1 

3.3 

1.4 

5.9 

2.8 

5.0 

1.4 

1.4 

1.4 

3.1 

高い

0.2 

0.2 

0.5 

0.7 

0.5 

0.2 

0.0 

0.2 

0.0 

0.2 

無回答

10.4 

10.8 

10.6 

9.4 

9.9 

11.1 

11.1 

10.8 

10.6 

11.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例 [424]

市民の参画機会の拡充

行政による地域自治活動のサポート体制の充実

情報公開制度の充実

広報・広聴機能の充実

財政状況等の公表

透明性のある議会機能の充実

市民ニーズに対応した行政組織の再編

効率的かつ効果的な行政サービスを提供できる職員人材育成の

強化及び情報システムの充実

財政計画に基づく健全な事業運営の推進

民間活力の導入などによる効率的かつ効果的な施設の管理・運

営の推進

実

感

度



市民アンケート調査結果

基本目標Ⅶ 市民と協働して、効率的・効果的な行財政運営が行われるまち

充実期待度高い

充実期待度低い

第1位：効率的かつ効果的な行政サービスを提供できる職員人

材育成の強化及び情報システムの充実（27.4%）

第2位：財政計画に基づく健全な事業運営の推進（26.4%）

第3位：民間活力の導入などによる効率的かつ効果的な施設の

管理・運営の推進（25.2%）

第1位：市民の参画機会の拡充（18.4%）

第2位：行政による地域自治活動のサポート体制の充実（18.2%）

第3位：民間活力の導入などによる効率的かつ効果的な施設の

管理・運営の推進（15.3%）

充

実

期

待

度



市民アンケート調査結果

基本目標Ⅶ 市民と協働して、効率的・効果的な行財政運営が行われるまち

低い

4.5 

5.0 

3.5 

2.6 

4.2 

4.7 

5.2 

4.7 

4.7 

5.2 

やや低い

13.9 

13.2 

9.7 

8.0 

6.6 

8.7 

7.5 

8.7 

9.4 

10.1 

ふつう

46.5 

45.8 

56.4 

55.9 

56.4 

52.1 

49.5 

45.5 

46.2 

45.8 

やや高い

13.9 

14.9 

10.8 

14.2 

12.5 

13.0 

14.9 

17.5 

15.3 

15.3 

高い

8.0 

7.5 

6.1 

6.6 

7.3 

8.0 

8.7 

9.9 

11.1 

9.9 

無回答

13.2 

13.7 

13.4 

12.7 

13.0 

13.4 

14.2 

13.7 

13.2 

13.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例 [424]

市民の参画機会の拡充

行政による地域自治活動のサポート体制の充実

情報公開制度の充実

広報・広聴機能の充実

財政状況等の公表

透明性のある議会機能の充実

市民ニーズに対応した行政組織の再編

効率的かつ効果的な行政サービスを提供できる職員人材育成の

強化及び情報システムの充実

財政計画に基づく健全な事業運営の推進

民間活力の導入などによる効率的かつ効果的な施設の管理・運

営の推進

充

実

期

待

度



市民アンケート調査結果

問10 市役所窓口までの案内や掲示物はわかりやすいか

回答者の約8割がわかりやすかったと感じている。

とてもわかりやすかった

46

10.8%

わかりやすかった

275

64.9%

ややわかりにくかった

33

7.8%

とてもわかりにくかった

18

4.2%

無回答

52

12.3%

[n=424]



市民アンケート調査結果

問11 窓口での職員の対応

回答者の約8割が親切・丁寧だったと感じている。

とても親切・丁寧だった

45

10.6%

親切・丁寧だった

288

67.9%

やや不親切で丁寧で

はなかった

45

10.6%

とても不親切でまった

く丁寧ではなかった

9

2.1%

無回答

37

8.7%

[n=424]



市民アンケート調査結果

問12 職員の資質として重要なもの

「ケースに応じ
柔軟に対応でき
る力：249

（58.7％）」が最
も多く、次いで
「業務遂行上の
専門知識：128

（30.2％）」「コ
ミュニケーション
能力：120

（28.3％）」と
なっている。

249

128

120

120

84

75

72

63

62

54

42

15

40

(58.7 %)

(30.2 %)

(28.3 %)

(28.3 %)

(19.8 %)

(17.7 %)

(17.0 %)

(14.9 %)

(14.6 %)

(12.7 %)

(9.9 %)

(3.5 %)

(9.4 %)

0 50 100 150 200 250 300 350

ケースに応じ柔軟に対応できる力

業務遂行上の専門知識

コミュニケーション能力

市民ニーズをつかむ力

前例を見直して変革できる能力

説明能力・プレゼンテーション能力

将来を見通す能力

法令遵守で公平に事務処理できる能力

広い視野

コスト意識・効率的な業務遂行能力

決断力・実行力

リーダーシップ

無回答

[n=424]



市民アンケート調査結果

問13-1 行財政改革を進める上で重要な点

206

180

97

80

77

33

58

(48.6 %)

(42.5 %)

(22.9 %)

(18.9 %)

(18.2 %)

(7.8 %)

(13.7 %)

0 50 100 150 200 250 300

市有地の計画的な売却や貸付

ふるさと納税の推進

広報やHPに企業広告を掲載

公共施設の使用料や行政事務手数料の見直し

市税等の収納率向上のため口座振替の推奨

その他

無回答

[n=424]

【収入を増やす】

４１



市民アンケート調査結果

問13-2 行財政改革を進める上で重要な点 【支出を減らす】

208

128

126

111

96

20

54

(49.1 %)

(30.2 %)

(29.7 %)

(26.2 %)

(22.6 %)

(4.7 %)

(12.7 %)

0 50 100 150 200 250 300

益田市職員人件費の適切な管理

第三セクターの経営健全化への働きかけ

公債費や市債発行の抑制（新たな借金を作らないことによる返済のた

めの支出の抑制）

補助事業の見直し

光熱水費や消耗品費などの経費の節約

その他

無回答

[n=424]



市民アンケート調査結果

問14 公共施設の今後のあり方【利用者からの視点】

回答者の半数近くが統廃合や複合化を進めるべきと回答し
ている。

統廃合（統合または廃止）

や複合化（複数の施設の

機能を集約して１つにまと

める）を進めるべき

207

48.8%

経費がかかっても現状の数

や規模を維持するべきで、

統廃合や複合化は進める

べきではない

66

15.6%

わからない

93

21.9%

その他

16

3.8% 無回答

42

9.9%

[n=424]



市民アンケート調査結果

問15 公共施設の今後のあり方【納税者からの視点】

回答者の半数が統廃合や複合化を進めるべきと回答してい
る。

統廃合（統合または廃止）

や複合化（複数の施設の

機能を集約して１つにまと

める）を進めるべき

214

50.5%

経費がかかっても現状の数

や規模を維持するべきで、

統廃合や複合化は進める

べきではない

54

12.7%

わからない

95

22.4%

その他

18

4.2%
無回答

43

10.1%

[n=424]



民間でできることはすべ

て、民間を活用すべき

56

13.2%

経費節減やサービス向上

につながるのであれば、民

間活用してもよい

233

55.0%

公的なサービスは行政が

行うべきであり、民間活用

すべきでない

77

18.2%

わからない

36

8.5%

その他

8

1.9%

無回答

14

3.3%

[n=424]

市民アンケート調査結果

問16 公共施設の管理運営について

回答者の約7割は、民間を活用すべきと回答している。

問17へ



市民アンケート調査結果

問17 民間を活用すべきでないと回答した理由

「公的なサービ
スは民間に任せ
ると不安だから：
48（62.3％）」が
最も多く、次いで
「サービスが低
下すると思うか
ら：31（40.3％）」
「利用料金が高く
なると思うから：
28（36.4％）」と
なっている。

48

31

28

8

0

(62.3 %)

(40.3 %)

(36.4 %)

(10.4 %)

(0.0 %)

0 20 40 60 80 100 120

公的なサービスは民間に任せると不安だから

サービスが低下すると思うから

利用料金が高くなると思うから

その他

無回答

[n=77]



市民アンケート調査結果

問18 市民と行政の協働について

回答者の約8割は、地域の課題は行政と地域が一緒に解決
すべきと回答してる。

地域の課題は行政が

解決すべき

15

3.5%
地域の課題は地域が解決

すべき

18

4.2%

地域の課題は行政と地域

一緒に解決すべき

332

78.3%

関心がない または

わからない

29

6.8%

その他

5

1.2%

無回答

25

5.9%

[n=424]



市民アンケート調査結果

問19 益田市の情報の入手先

「広報ます
だ：355

（83.7％）」
が最も多く、
次いで「自
治会・回覧
板：258

（60.8％）」
「お知らせ
放送：198

（46.7％）」
となってい
る。

355

258

198

167

99

89

58

15

9

13

(83.7 %)

(60.8 %)

(46.7 %)

(39.4 %)

(23.3 %)

(21.0 %)

(13.7 %)

(3.5 %)

(2.1 %)

(3.1 %)

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

広報ますだ

自治会・回覧板

お知らせ放送

新聞・テレビ

友人・知人

ケーブルテレビ

益田市ホームページ

市の窓口（電話での質問を含む）

その他

無回答

[n=424]



市民アンケート調査結果

問20 益田市からの情報発信についてどのように感じているか

回答者の約7割は、情報発信に満足している。

満足している

33

7.8%

どちらかといえば満足してい

る

258

60.8%

どちらかといえば不満

61

14.4%

不満

21

5.0%

わからない

34

8.0%

無回答

17

4.0%

[n=424]


